令和８年度 LEAP
（様式1）【機密性２】取扱注意

日本医療研究開発機構　革新的先端研究開発支援事業
インキュベートタイプ（LEAP）　研究開発提案書
	研究開発課題名
（英語表記）
	日本語表記
	○○に関する研究開発

	
	英語表記
	Study of ○○

	公募名（事業名）
	革新的先端研究開発支援事業インキュベートタイプ（LEAP）

	研究開発期間
（本提案における実証フェーズを含む
全研究期間）
	令和８年１０月 １日  ～  令和 XX年 X月XX日（X年間）

	研究費総額（直接経費）
	・全研究期間（4.5年間）での研究費総額（　X0,000千円）
・うち、プレ実証フェーズ内（３年度目まで）の研究費総額（　X0,000千円）
※「8.研究開発費計画」でのそれぞれの期間の研究開発費合計と一致する金額を記載ください。■全研究期間（4.5年間）総額８億円まで
■初年度～３年度（プレ実証フェーズ）総額2億円まで
■４年度以降（実証フェーズ）年間３億円まで
（いずれも直接経費のみ）


	ヒト全ゲノムシークエンス解析
	☐実施する 　　☐実施しない
※いずれかに☑。実施する場合、ヒト全ゲノムシークエンス解析プロトコール様式を提出。

	研究開発代表者
	氏　名
	フリガナ
	○○○○　○○○○

	
	
	漢　字
	○○　　　○○       

	
	
	ローマ字表記
	Yyyy Yyyyyy

	
	性　別
	男☐　女☐　その他☐　回答しない☐

	
	生年月（年齢）
	19XX年XX月（XX歳：令和8年4月1日時点）

	
	所属機関（正式名称）
	○○法人○○大学

	
	所属部署（部局）
	○○学部○○学科

	
	役　職
	○○

	
	連絡先メールアドレス
	○○＠○○.○○

	
	研究開発代表者の情報
	https://www.・・・・・・

	研究開発代表者の学歴
（大学卒業以降）
	（記入例）
昭和◯◯年  ◯◯大学◯◯学部卒業
昭和◯◯年  ◯◯大学大学院◯◯研究科修士課程○○専攻修了
昭和◯◯年  ◯◯大学大学院◯◯研究科博士課程○○専攻修了
昭和◯◯年　博士（◯◯学）（◯◯大学）　取得

	研究開発代表者の研究歴
（主な職歴と研究内容）
	（記入例）
平成◯◯年～◯◯年　◯◯大学◯◯学部助手
        　　◯◯◯◯◯について研究
平成◯◯年～◯◯年　◯◯研究所　研究員
◯◯◯◯◯◯◯◯◯に関する研究に従事
平成◯◯年～　　   ◯◯大学◯◯学部教授（現職）
◯◯◯について研究


注 提出する際には、青文字の記載例と緑色吹き出しの説明文を削除してください。黒字の指示書きは削除しないでください。
[bookmark: _Hlk188376557][bookmark: _Hlk190779848]＜グラフィカルアブストラクト付き要旨＞　※1頁以内厳守※
	研究開発課題名
	研究開発課題名は1ページ目に記載のものと同一です。



【グラフィカルアブストラクト】


■グラフィカルアブストラクト(GA)：異分野の評価者でも提案内容をより理解できるように以下の点を留意した研究計画全体の概念を図示してください。
１）提案内容の直感的な理解を助けるシンプルな図であること（要旨の文章の理解を助ける内容であること）
２）余計な情報を盛り込み過ぎないこと
３）細部が判別できる十分な解像度であること
４）文字は十分に読み取れるフォントサイズであること
■要旨：200字以内（厳守）でまとめてください。
■ハイライト：4つのポイントについて記入してください。簡潔にまとめた箇条書きを推奨します。
■GAと要旨、ハイライトの記載枠の大きさは必要に応じて変更することは可としますが、本グラフィカルアブストラクト付き要旨は全体で1ページ以内（厳守）となるように作成してください。
■白黒、カラーのどちらでも可能とします。
■提出する際には、青字とこの吹き出しは必ず削除してください。















【要旨】（200字以内）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。







【ハイライト】（箇条書きを推奨）
＜本提案の背景・目的＞
[bookmark: _Hlk192844830]・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
＜方法/実験情報解析技術＞
・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
＜申請者の強み・独創性・革新性＞
・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
＜到達目標・期待成果＞
・中間評価時点（1.5年後）○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
・課題全期間終了時点（4.5年後）○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○


















要約（和文）【注意】 e-Radの「研究目的」及び「研究概要」欄には「研究開発提案書参照」と入力してください。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○■A4縦1ページ以内厳守
■フォントサイズは10.5ポイント以上を使用してください
■背景（今の状況がどのようで、何が求められているのか）
■提案の概要
・目的（背景を受け、本課題を実施する目的）、
・方法の概略（どのような方法を用いて、どのように研究を実施し問題を解決するか）
・LEAP期間中に実証したいシーズの技術的成立性
・研究の将来展望（創出される医療応用でのイノベーション、医療応用等）
を簡潔に概要を記載してください。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
１．研究開発代表者、プログラムマネージャー（PM）及び研究開発分担者に関する情報
	
	氏名
	所属研究機関
	現在の専門
	令和８年度
研究経費※１
（千円）
	エフォート
（％）

	
	生年月（年齢:令和８年4月1日時点）
	所属部署（部局）
	学位（最終学歴）
学位取得年
	
	

	
	研究者番号
	役職
	役割分担
	
	

	研究開発代表者
	○○　○○
	○○○○大学
	△△△
	X,XXX
	XX

	
	S49/11（XX）
	△△△学部△△△学科
	△△博士（○○大学）H14年
	
	

	
	12345678
	△△△
	研究の統括
	
	

	PM
	○○　○○
	○○○○会社
	△△△
	X,XXX
	XX

	
	S39/11（XX）
	研究開発部
	△△博士（○○大学）H10年
	
	

	
	12345678
	△△△
	研究の統括
	
	

	研究開発分担者
	□□　○○
	△□大学
	□○□
	X,XXX
	XX

	
	S50/11（XX）
	△△△学部△△△学科
	○○博士（□△大学）
H15年
	
	

	
	98765432※２

	□□□
	データの解析
	
	

	研究開発分担者
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計　X名
	研究開発経費合計
	X,XXX
	



※1　研究開発経費については、直接経費を記載してください。
※2　研究開発分担者は全ての分担者について記載してください。また、人数に応じて適宜記載欄を追加してください。


【研究開発代表者】　上記の所属機関以外に勤務先がある場合は、以下を記載してください。
※主たる勤務場所が本研究開発課題の主たる研究場所及び上記の所属機関と異なる場合は、その旨を備考に記載してください。
	機関名
	所属部署（部局）
	役職
	備考

	×□大学  
	○○学部
	×××
	主たる勤務場所

	
	
	
	

	
	
	■本研究開発課題の実施の有無及び、雇用契約や給与受取の有無に関わらず、すべての勤務先を記載してください。

	





プログラムマネージャー（PM）の経歴
	フリガナ
	

	氏名
	

	兼務状況
	（記入例）
・◯◯株式会社　アドバイザー
・◯◯大学　客員教授

	学歴
（大学卒業以降）
	（記入例）
昭和◯◯年  ◯◯大学◯◯学部卒業
昭和◯◯年  ◯◯大学大学院◯◯研究科修士課程◯◯専攻修了
昭和◯◯年  ◯◯大学大学院◯◯研究科博士課程◯◯専攻修了
昭和◯◯年　博士（◯◯学）（◯◯大学）　取得

	職歴
（主な職歴と職務内容）
	（記入例）
平成◯◯年～◯◯年　◯◯株式会社
        　　　◯◯◯◯◯に従事
平成◯◯年～◯◯年　◯◯研究所　研究員
◯◯◯について研究
平成◯◯年～   ◯◯株式会社　アドバイザー（現職）
　　　　　　　　　　　○○について専門見地から助言
令和○○年～   ◯◯大学◯◯学部  客員教授（現職）
　　　　　　　　　　　○○について研究と指導





２．実施体制図
· 代表機関、分担機関の組織（所属機関と主たる研究場所が異なる場合については、主たる研究場所についても記載）、体制、連携、協力体制等について体制図を記載してください。
· 各機関の役割がわかるように記載してください。記載方法は次のとおりです。
1 角丸四角形：大学等　研究開発代表者グループ、研究開発分担者グループ
2 楕円：企業　研究開発代表者グループ、研究開発分担者グループ
3 長方形：AMED
4 点線矢印：契約（AMED資金の流れ）
5 二重矢印線：試料、情報等のやりとり、分担業務・工程（内容を記載）
· 1ページ以内（厳守）で記載してください。
· 下記の図は例示です。削除の上、適切なソフトウェアで作成した体制図を下に貼り付けてください。
青字とこの吹き出しは削除してください。

【記載例】
研究開発分担者
所属　氏名
分担する研究開発内容「xxxxxxx」

AMED





○○の試料の
提供
加工

○○の
試料の
提供

加工


研究開発代表者
所属　氏名
研究開発内容「xxxxxxx」
研究開発分担者
所属　氏名
分担する研究開発内容「xxxxxxx」

○○の
データ提供



○○解析





○○の
データ提供
研究開発分担者
所属企業　氏名
分担する研究開発内容「XXXXX」



○○機器の
開発








前頁の実施体制図内に企業が含まれますか
○有　○予定有　○無　（ラジオボタンに必ずチェックを入れてください。）

上のラジオボタンで「有」または「予定有」にチェックを入れた場合、下表に企業名および具体的な内容を記載してください。

· 企業名、参画する人員等（数）、技術等（知財を含む）、必要となる費用等（LEAP研究費で必要となる研究開発費の他、施設設備等での貢献を含む協力や契約）について
	企業名
	人員等（数）
	技術等
	必要となる費用等

	××株式会社××研究所
	参加者として2名
	Aについての共同研究契約・共同出願契約
	R８～９年度：非臨床(動物)試験の一部、3,000（千円）相当

	株式会社△△
	なし
	主要特許JPXXXXXXXを所有
	R8年度：遺伝子Xの解析、1,000（千円）相当

	□□テクノロジー
	研究開発分担者
	R８-１０年度：分担研究者のグループとして特有の技術等
	R８-１０年度：分担研究者のグループとして必要となる費用等



· 上記表に記載した企業が研究開発代表者グループ・研究開発分担者グループのいずれでもない場合は、具体的な協力・支援内容を記載してください。また、研究開発代表者の研究開発構想を実現するために、必要不可欠であることの理由、位置づけ等を記載してください。

××株式会社××研究所
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

株式会社△△
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

※応募後、必要に応じて根拠となる各種書類の提出を求める場合があります。



· ①研究開発代表者、②研究開発分担者、③PMおよび①②③の家族１）との経済的利益２）関係の有無について
1）ここでいう家族とは生計を一にする配偶者及び一親等の者(親及び子) をいいます。
2）ここでいう経済的利益とは給与、謝金、寄付金、株式等をいいます。

○有　○予定有　○無　（ラジオボタンに必ずチェックを入れてください。）

上で「有」または「予定有」の場合、下表に具体的な内容を記載してください。
（記入例）
	企業名
	LEAP研究
での役割
	氏名
	家族
	経済的利益関係

	××株式会社××研究所
	研究開発代表者
	○○　○○
	本人
	代表取締役/創業者

	××株式会社××研究所
	研究開発代表者
	○○　○○
	妻
	取締役

	株式会社△△
	研究開発分担者
	□□　□□
	子
	株式所有


※応募後、必要に応じて根拠となる各種書類の提出を求める場合があります。


３．研究開発の主なスケジュール
· 目標達成に向けて取り組むべき研究開発項目を挙げ、実施期間を記載してください。
· 項目別のスケジュールや担当者（研究開発代表者または研究開発分担者）がわかるように記載してください。
· A4 2ページ以内（厳守）で記載ください。
· マイルストーンは、研究開発項目の実施期間中のいずれかのポイントで、計画したことがどれだけ達成できたかを評価できる定量的な数値目標を含めて設定してください。
· 別途Excel等で作成した図表を貼り付けていただいても構いません。なお、PDF化した際に「⇒（矢印）」等がズレてしまう場合がありますので、PDF化後に必ずご確認ください。

＜担当者＞
①研究開発代表者：氏　名（○○○大学）青字とこの吹き出しは削除してください。

②研究開発分担者：氏　名（○○○機構）
③研究開発分担者：氏　名（(株)○○○）
・
・
「２．実施体制図」に記載されている研究者、機関が網羅されているように記載ください

	研究開発項目
	第1年度
R８年度
	第2年度
R９年度
	第3年度
R１０年度
	第4年度
R１１年度
	第5年度
R１２年度

	
	前
	後
	前
	後
	前
	後
	前
	後
	前
	後

	(1) ○○関連解析
・△△の同定
・□□の分析
＜担当者：①②③＞
	



	
■



	
■


	
■


	
■

マイルストーン：○○○○○○○○

	
■
■

	

■

	

■

	

■

	

	(2) ○○モデル動物の開発と検証
・○○モデル動物の開発
・○○モデル動物の検証
＜担当者：①③＞
	
	
	
	
■

マイルストーン：○○○○○○○○


	
■



	
■


	
■



	
■
■


	

■



	

■



	(3) 候補化合物の同定とCMC基礎検討
＜担当者：○○＞

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(4) 候補化合物の非臨床初期薬物動態試験・安全性試験
＜担当者：○○＞

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(５) ○○○○
・○○○○
＜担当者：○○＞

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	




４．研究の背景・目的・目標
· 10.5ポイント以上の文字等を使用して、１０ページ以内（厳守）で記載してください。遵守されない場合、研究開発提案が不受理となることがあります。
· 「９. 研究業績」の記載内容を適切に引用し、申請者自身の業績と研究開発提案との関係を明確に記載してください。
· 研究開発の背景（研究の重要性・必要性）、申請者の実績（事実）、研究開発構想それぞれを明確に区別してください。
· 必要に応じ図表を挿入するなどして、分かりやすく記載してください。
· 黒字の指示書きは削除しないでください。

(1) 研究開発の背景
· 本研究開発の背景（重要性・必要性）が明らかとなるよう、科学技術上の要請、社会的要請及び、当該分野や関連分野の動向等を適宜含めて記載してください。
· 対象とする疾患（疾患の予防や健康維持も含め）の対象者数、市場規模、アンメットニーズを記載してください。
· 本研究開発提案の基盤となる、出身事業で獲得した研究成果の具体的な内容とその特長について、「９. 研究業績」の記載内容を引用して、記載してください。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。■研究の背景について、１ページ以内で、具体的かつ明確に、評価者が理解しやすいように、記載してください。また、必要があれば、適切な数の図や表（字数には含まず）を用いても構いません。




(2) 研究開発の目的と目標
本研究開発の目的と目標について、（１）の内容を適切に引用しながら、具体的かつ明確に、評価者が理解しやすいように、記載してください。
1 研究開発の目的
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

2 LEAP研究開発期間（プレ実証フェーズと実証フェーズ合わせて計4.5年間）終了時点での到達目標
LEAP研究開発期間内に、どこまでを達成する（出来る）予定かを記述してください。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

3 プレ実証フェーズで実施する中間評価（研究開発開始後１．５年程度）時点での到達目標
中間評価時点で、どこまでを達成する（出来る）予定かを記述してください。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○


(3) 研究開発実施の基盤及び準備状況
· 本研究開発構想を推進する基盤となる、研究開発代表者自身（及び必要に応じて研究開発分担者）のこれまでの研究の経緯と成果、研究開発構想を支持する予備的な知見やデータを、具体的に記載してください。
· 特に医療応用観点での予備的データ（非臨床ステージでのin vitro、in vivoデータ等）の取得状況等、現在の研究開発状況を簡潔に記載してください。
· 加えて、臨床研究者や応用研究者との共同研究の開始状況や、製薬企業やベンチャー企業とのコンタクト、PMDA相談等、基礎研究から開発研究への移行についての検討状況を記載してください。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

(4) 既存技術あるいは競合類似研究と比較した本提案の位置づけや優位性
· 現行の医療ですでに実用化されている既存技術、あるいは、現時点で競合する有力かつ類似の研究（本提案と同様に実用化は未達）と比較し、本提案の位置づけや優位性を表形式で記載してください。
· 二列目には「実用化済み」もしくは「競合研究」のいずれかを記載ください。

	時系列に沿った「既存技術」あるいは「競合研究」
	実用化済み/
競合研究
（いずれかを記載）
	実用化技術/競合研究の概要
	本提案との比較（類似点、相違点、優位性、競合する点等）

	1 A大学・a教授
	
	
	

	2 B大学・b准教授グループ
	
	
	

	3 C研究所・c研究員
	
	
	

	4 D株式会社
	
	
	

	5 E大学・e教授
	
	
	

	6 F大学・f教授
	
	
	

	7 G社（米国）
	
	
	

	8 ・・・・
	
	
	

	9 ・・・・
	
	
	

	10 ・・・・
	
	
	





５．研究計画・方法
· 10.5ポイント以上の文字等を使用して、12ページ以内（厳守）で記載してください。遵守されない場合、研究開発提案が不受理となることがあります。「４．研究の背景・目的・目標」の注意事項も参照してください。
· [bookmark: _Hlk160038683][bookmark: _Hlk160110551]「４.研究の背景・目的・目標」を達成するための研究開発のアプローチ、予想される問題点とその解決策、想定される結果が得られなかった場合の対策、研究開発期間中の到達点とその達成度の判断基準（マイルストーン）などを、節目目標を示しつつ記載してください。
· 中間評価（研究開発開始後1.5年程度）での達成目標も明確、簡潔に示してください。
· 「３．研究開発の主なスケジュール」と整合するように記載してください。また、研究開発項目ごとに記載し、「研究開発代表者」、「研究開発分担者」の具体的な役割を明確に記載してください。
· 複数年度にわたる研究開発項目の場合には、研究全体の計画と年次計画との関係がわかるように記載してください。
· この研究開発構想において想定される知的財産権等（出願やライセンス、管理を含む）について、現在の関連知的財産権取得状況や研究開発を進める上での考え方も記載してください。


（1） 全体計画の詳細
全体計画概要（LEAP課題実施期間全長の4.5年間を念頭に）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○




■研究開発項目の内容と項番は３．研究開発の主なスケジュールでの記載事項と一致させてください。


（2） 研究開発項目ごとの詳細
1 研究開発項目（１）　（研究開発期間：令和○○年○期～令和○○年○期）
○○関連解析
[bookmark: _Hlk69733263]○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○■最初の行に３．研究開発の主なスケジュールに記載した研究開発項目名を転記してください。

[bookmark: _Hlk187995725][bookmark: _Hlk157704099]○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
予想される問題点とその解決策
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○想定される結果が得られなかった場合の対策
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○中間評価（研究開発開始後1.5年程度）時点での達成目標
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○実証フェーズ終了時（4.5年後）の達成目標
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

2 研究開発項目（２）　（研究開発期間：令和○○年○期～令和○○年○期）
○○モデル動物の開発と検証
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
予想される問題点とその解決策
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○想定される結果が得られなかった場合の対策
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○中間評価（研究開発開始後1.5年程度）時点での達成目標
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○実証フェーズ終了時（4.5年後）の達成目標
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

3 研究開発項目（３）　（研究開発期間：令和○○年○期～令和○○年○期）
候補化合物の同定とCMC基礎検討


※　以下、全ての研究開発項目について記載してください。



６．研究の将来展望
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○■本研究開発構想が達成された場合に期待される、社会貢献（社会的インパクト）・新産業創出（経済的インパクト）・科学技術イノベーション創出（科学的インパクト）等について、想定し得る範囲で記述してください
■冒頭の要約（和文）で記載した内容と整合とれるように記述してください
■10.5ポイント以上の文字を使用してください。
■A４縦１ページ以内（厳守）





７．PMの活動計画
· PMは、シーズの技術的成立性の証明を目指す研究開発代表者と協働し、研究開発代表者を含む研究開発体制全体を牽引・支援することで課題の推進に貢献します。
· PMは、管理業務（スケジュール管理、マイルストーン管理、研究開発体制管理、知的財産権や論文化等の実績管理等）での様々なマネジメントを実践します。PMの活動計画について記載してください。
· 必要に応じて、PMの活動に必要な体制構築について記載してください。

（1） LEAP研究開発期間中に達成を目指す研究開発成果（研究開発代表者が目指す技術的成立性の証明）の取得に向けて、工程管理や実施支援といったPMの活動計画について具体的に記載してください。研究開発代表者、研究開発分担者の計画に対する進捗管理の方法について、「５. (1)全体計画の詳細」や「５. (2)研究開発項目ごとの詳細」と関連付けて記載してください。
研究開発代表者、研究開発分担者の研究開発に対する進捗管理の方法の概要
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○

（2） （１）をLEAP期間中に具体的に実践していくに当たって、具体的なスケジュール（マイルストーン含む）を下表に図示してください。
· 表中の図形や項目は一例ですので、書きやすい方法、例示で記載ください。
· 別のアプリケーションを使用した図表を貼り付けても構いませんが、PDF化したあとにズレなどが無いか確認してください。
· 中間評価とLEAP終了後の二箇所には必ずマイルストーンを置いてください。



	
	令和８年度
	令和９年度
	令和10年度
	令和11年度
	令和12年度
	LEAP
終了後

	課題の研究開発期間中の「技術的成立性」の証明と事業化に向けたPM業務の計画
	v課題終了
共同研究に関する企業との交渉vb
共同研究に関する企業との交渉vb
PMDA相談
MS2
・・・企業との共同研究
MS
中間評価
PMDA相談
MS1
・・・研究実施と確認
対策・代替案の検討

	MS
臨床試験開始（終了x年後）
起業等での事業化（終了x年後）
●●特許のライセンスアウト




（3） LEAP期間中にPMとして必要とする経費があれば記載してください。
項目（実施時期、概算費用）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

（4） 知的財産権取得ロードマップ
1 知的財産権取得ロードマップ
· 下記の例を参考に、これまで出願した本技術に関連する特許及び今後必要となる特許をわかりやすく整理してください。フォーマットはこれに限りませんので、他のアプリケーションで作成いただいた図表を貼付いただいても構いません。
· 記載した既出願特許は「９. 研究業績」にも記載してください。
· 今後の特許戦略や特許ロードマップの考え方も合わせて表下方に記載してください。
[image: QR コード

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]【記載例】

今後の特許戦略や特許ロードマップの考え方
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

2 他特許・先行特許との比較
「4. (4) 既存技術あるいは競合類似研究と比較して、本提案の位置づけや優位性」も参照しながら、上記「知的財産権取得ロードマップ」で記載した先行特許の中から有力な競合となるものを、最大3件記載してください。また、競合する技術に加えて、産業化や社会実装を考えた際に障壁となるような特許があれば、合わせて記載してください。なお、研究開発代表者やPMが発明者となっていないものについては、権利化の状況や、実施・実施許諾の状況は空欄で構いません。


	先行特許

	項番
	発明の名称
	出願番号・特許番号
	発明者
	出願人
	権利化の状況
	実施･
実施許諾
の状況

	1
	
	
	
	
	
	

	・優位性、本プロジェクトの技術の強化方針
出願の際の「請求の範囲（請求項）」も含め記載して下さい。本提案書巻末の「その他特記事項」に「請求の範囲」をまとめて記載することも可能です。








	2
	
	
	
	
	
	

	・優位性、本プロジェクトの技術の強化方針







	3
	
	
	
	
	
	

	・優位性、本プロジェクトの技術の強化方針












（5） LEAP課題期間中に、研究開発の進捗にしたがって、PMを含む研究開発体制に不足し、かつ、研究開発の遂行に必須となることが想定される専門性（（例）医科学、薬理、創薬化学、薬物動態、安全性、実験・試験に供する必要がある化合物のCMC、薬事承認に向けての当局との相談・折衝等）があれば記載してください。また、それらについて専門性を担保するための体制整備等の計画を記載してください。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○


８．研究開発費計画
· 採択された後の研究開発費は、本事業全体の予算状況、課題評価の状況等に応じ、研究開発期間の途中に見直されることがあります。
· 高額予算の提案課題は、少額予算の提案課題と比較して、より大きな研究開発成果が出ることが期待され、同時に大きな責務を負うことになりますので、予算設定や体制構築は慎重に検討してください。
· 研究開発チーム体制は、研究開発代表者の研究開発構想を実現するために必要十分で最適な編成を提案してください。研究開発分担グループを置く場合、研究開発分担グループの採択された後の研究開発費は、本事業全体の予算状況、課題評価の状況等に応じ、研究開発期間の途中に見直されることがあります。
· 予算額の上限は、当初３年度目まで（R8-R10、プレ実証フェーズ）の総額は２億円以内（直接経費）、４年度目（R11）・５年度目（R12）（実証フェーズ）は３億円/年（直接経費）まで可能（公募要領「2.1 研究開発費の規模・研究開発期間・採択課題予定数等」を参照のこと）となります。
· 必要性や予算配分の適切性等も重要な審査の観点となります。

（1） 課題全体の経費について、記載してください。

【全体】
	大項目
	中項目
	R8年度
	R9年度
	R10年度
	R11年度
	R12年度
	計

	直
接
経
費
	1.物品費
	設備備品費
	
	
	
	
	
	

	
	
	消耗品費
	
	
	
	
	
	

	
	2.旅費
	旅費
	
	
	
	
	
	

	
	3.人件費
・謝金
	人件費
	
	
	
	
	
	

	
	
	謝金
	
	
	
	
	
	

	
	4.その他
	外注費
	
	
	
	
	
	

	
	
	その他
	
	
	
	
	
	

	
	小計
	
	
	
	
	
	

	間接経費
（上記ｔ直接経費の30%以内）
	
	
	
	
	
	

	計上額　総計
	
	
	
	
	
	


（単位：千円）
（２） 	担当者（研究開発代表者及び研究開発分担者）ごとに、記載して下さい。
①研究開発代表者：○○　○○
（単位：千円）
	大項目
	中項目
	R8年度
	R9年度
	R10年度
	R11年度
	R12年度
	計

	直
接
経
費
	1.物品費
	設備備品費
	
	
	
	
	
	

	
	
	消耗品費
	
	
	
	
	
	

	
	2.旅費
	旅費
	
	
	
	
	
	

	
	3.人件費
・謝金
	人件費※1
	
	
	
	
	
	

	
	
	謝金
	
	
	
	
	
	

	
	4.その他
	外注費※2
	
	
	
	
	
	

	
	
	その他
	
	
	
	
	
	

	
	小計
	
	
	
	
	
	

	間接経費
（上記直接経費の３０%以内）
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	



※１　研究力向上のための制度（PI人件費）の利用を希望する場合は、以下の条件を満たしていることを確認の上、以下の項目を記載ください。（希望しない場合は、記載不要です。）
(i) 直接経費にPI の人件費（の一部）を計上することについて、PI 本人が希望していること。■研究力向上のための制度（PI人件費）に関する記載も審査の対象となります。
■当該制度を利用する場合は、提案時の記載が必須です。
■上記の記載額に関わらず、研究の進捗状況等を鑑みて、年度ごとの契約時にPS, POが認める範囲のみに制限されることがあります。

(ii) PI が所属する研究機関において、確保した財源を研究力向上のために適切に執行する体制が整備されていること。
(iii) PI が所属する研究機関において、研究の業績評価が処遇へ反映されるなどの人事給与マネジメントを実施していること。
◎研究力向上のための制度（PI人件費）とは？：https://www.amed.go.jp/keiri/youshiki.html

対象者氏名（この研究でのエフォート率、申請額）：○○○○（○％、約○○千円/年）
期待される効果： ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○




※２　研究開発要素を含まない検査・分析・解析等の請負外注に係る経費、動物飼育業務等の請負外注費用、データベース等のソフトウェア開発に関する費用等を記載ください。

②研究開発分担者（１）：○○　○○
（単位：千円）
	大項目
	中項目
	R8年度
	R9年度
	R10年度
	R11年度
	R12年度
	計

	直
接
経
費
	1.物品費
	設備備品費
	
	
	
	
	
	

	
	
	消耗品費
	
	
	
	
	
	

	
	2.旅費
	旅費
	
	
	
	
	
	

	
	3.人件費
・謝金
	人件費※1
	
	
	
	
	
	

	
	
	謝金
	
	
	
	
	
	

	
	4.その他
	外注費※2
	
	
	
	
	
	

	
	
	その他
	
	
	
	
	
	

	
	研究開発費　合計
	
	
	
	
	
	

	間接経費
（上記直接経費の３０%以内）
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	



脚注※１～※２　は、①研究開発代表者と同じ


以下、全ての研究開発分担者について、②研究開発分担者（１）の箇所を複製して、同様に記載してください。



（3） 設備について
· 購入予定の主要設備（１件１０,000千円以上、機器名、経費概算価格）を挙げてください。
· 本事業により購入する研究設備・機器について、特に大型で汎用性のあるものについては、所属組織等における研究設備・機器の共用の仕組みの活用を積極的に検討してください。

	調達時期
（年・月）
	品名
	経費
（単位：千円）
	数量
	用途・設置場所

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※応募後、必要に応じて見積書の提出を求める場合があります。

・既に購入済で利用可能な主要設備
	機器名
	設置場所

	
	

	
	

	
	

	
	



（4） 外注費について
· 外注予定の主要案件（１件10,000千円以上、経費概算価格）を挙げてください。

	実施年度
	担当（代表者／分担者グループ）・目的・内容
	外注先
（予定）
	金額
（千円）

	○○年度
	【代表者グループ】・・・・の解析のために○○○を依頼する。
	
	

	○○年度
	
	
	

	○○年度
	
	
	


※応募後、必要に応じて見積書の提出を求める場合があります。

（5） 調査・コンサルティング等に係る経費について
· 企業等へ調査・コンサルティング等を予定している場合は記載してください。

	実施年度
	担当（代表者／分担者グループ）・目的・内容
	外注先
（予定）
	金額
（千円）

	○○年度
	【代表者グループ】・・・・の調査○○○を依頼する。
	
	

	○○年度
	
	
	

	○○年度
	
	
	


※応募後、必要に応じて見積書の提出を求める場合があります。


（6） その他
· 既存の研究室以外のスペースを新たに整備し、使用する場合は、その旨を明記してください。

９．研究業績
· [bookmark: _Hlk160204953][bookmark: _Hlk129471987][bookmark: _Hlk159505318]「研究開発代表者」及び「研究開発分担者」ごとに、それぞれ学術雑誌等に発表した論文・著書のうち、主なもの（過去５年間）を選択し、直近年度から順に（研究開発代表者は最大で20報、研究開発分担者は最大で10報まで）番号を付けて記載してください。また、この提案課題に直接関連した論文・著書については、「●」を付してください。論文は、既に掲載されているもの又は掲載が確定しているものに限って記載してください。
· 評価者が審査しやすいように、ジャーナル名、equal contribution、 corresponding author 等が明確に分かるように記載して下さい。また、研究開発代表者は二重下線・太字、研究開発分担者は下線・太字にて記載してください。
· 今回の提案に関連すると考える特許権等知的財産権の取得及び申請状況、並びに研究開発課題の実施を通じた政策提言（寄与した指針又はガイドライン等）を記載してください。

(1) 研究開発代表者　○○　○○青字とこの吹き出しは削除してください。

＜論文・著書＞※最大20報まで
1. ●M.Marusankaku*, J.Aaaa, H.Bbbbb and A.Ccccc* Treatment of Hepatic……, Nature, 2023, 1, 10-20 *: corresponding author
2. [bookmark: _Hlk182835747]M.Marusankaku, T.Aaaa, A.Bbbbb and T.Ccccc. Risk factors for Fungal…, Nature, 2022, 2, 17-26
3．
4.
5．
6．
7．
8．
9．
10．

＜特許権等知的財産権の取得及び申請状況＞
出願番号・発明者・発明の名称・出願人・出願日

＜政策提言＞
○○○○○○ガイドライン（○○学会編　XXXX年）

(2) 研究開発分担者（１）　○○　○○
＜論文・著書＞※最大10報まで
1. ●M.Kakukaku, T.Dddd, A.Eeee, T.Ffff, Study on Hepatitis…………, Nature, 2023, 12, 32-40
2. M.Kakukaku, T. Dddd, A. Eeee, T.Ffff, Study on Malaria………, Nature, 2022, 10, 45-54

以下、全ての研究開発分担者について記載ください。


[bookmark: _Hlk187410973]10．研究費の応募・受入等の状況・エフォート
· [bookmark: _Hlk160205229]本研究開発課題の「研究開発代表者」及び「研究開発分担者」の応募時点における、①応募中の研究費（国内外を問わず、競争的研究費のほか、民間財団からの助成金、企業からの受託研究費や共同研究費等の研究資金を含む。以下同じ。）、②採択されている研究費（実施中の研究費・実施予定の研究費）、③その他の活動について、記載してください。「①応募中の研究費」欄の先頭には、本研究開発課題を記載してください。
· 制度名ごとに、研究課題名、研究期間、役割（代表・分担の別）、本人受給研究費の額、エフォート等を記載してください。本人受給研究費（期間全体）が多い順に記載し、必要に応じて、記載欄を追加してください。
· 「エフォート」欄には、年間の全仕事時間を100％とした場合、そのうち当該研究の実施等に必要となる時間の配分率（％）を記載してください。「①応募中の研究費」には、本研究開発課題以外のエフォートは記載せず、「②採択されている研究費」では、本事業のみに採択されると想定した場合のエフォートを記載してください。本事業のエフォートと「②採択されている研究費」、「③その他の活動」のエフォートを合計して100％を超えないようにしてください。
· 公募要領「3.3 戦略的創造研究推進事業（含：革新的先端研究開発支援事業）内における重複応募の制限」も参照してください。
· ヒアリング選考の対象となった場合には、他制度への申請書、計画書等の提出を求める場合があります。
· 記載内容が事実と異なる場合には、採択されても後日取り消しとなる場合があります。
青字と吹き出しは削除してください。

(1) 研究開発代表者：○○　○○
①応募中の研究費（令和８年●月●日時点）
	資金制度・研究費名
（研究期間・配分機関
等名）

	研究開発課題名
（研究開発代表者氏名）
	役割
（代表・分担の別）
	令和８年度の研究経費（直接経費）
[期間全体の額]
（千円）
	エフォート(%)
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究開発課題に応募する理由

	【本研究開発課題】
（R８～R12）
	○○と△△の相関に関する実験的研究申請者本人への配分予定額（直接経費）

（○○○○）
	代表研究開発期間全体で申請者本人が使用する総額（直接経費）（予定額）


	30,000
[180,000]
	40
	（総額　300,000千円）*1ページ目に記載した全研究期間での研究費総額（直接経費）



	科学研究費補助金・挑戦的萌芽研究（R８～R９・日本学術振興会）
	○○と△△の□□への依存性に関する調査研究（○○○○）
	代表代表の場合、全研究期間における課題全体の総額（直接経費）を記載

	5,000
[9,000]
	
	本研究とは▲▲の視点から調査する意味で異なり、本応募研究により統合的に理解が進むため。
（総額　9,000千円）*

	令和８年度○○財団研究助成金（R８・○○財団）
	●●と□□の研究
（△△△△）
	分担
	5,000
[5,000]
	
	本研究とは▲▲の視点から調査する意味で異なり、本応募研究により統合的に理解が進むため。



②採択されている研究費（実施中の研究費・実施予定の研究費）（令和８年●月●日時点）
（注：本研究開発課題の研究開始年度前に終了する研究費は含みません。）
	資金制度・研究費名（研究期間・配分機関等名）
	研究開発課題名
（研究開発代表者氏名）
	役割
（代表・分担の別)
	令和８年度の研究経費（直接経費）
[期間全体の額]
（千円）
	エフォート(%)
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究開発課題に応募する理由

	令和８年度○○財団研究助成金（R８○○財団
	●●と□□の研究
（○○○○）
	代表
	5,000
[5,000]
	5
	本研究とは▲▲の視点から調査する意味で異なり、本応募研究により統合的に理解が進むため。
（総額　5,000千円）*


	○○事業（R5～R８・AMED）
	●●と□□の研究
（△△△△）
	分担
	5,000
[12,000]
	5
	本研究とは▲▲の視点から調査する意味で異なり、本応募研究により統合的に理解が進むため。


　*　（　）内には、研究開発期間全体の直接経費の総額を記載してください。

③その他の活動
エフォート：　50　％


（1）（2）以外の「その他の活動」のイメージ（考え方の整理）
教育　　　　　　　　　エフォート：　20　％
診療　　　　　　　　　エフォート：　10　％
社会サービス　　　　　エフォート：　 5　％
その他（学内事務等）　エフォート：　15　％












(2) 研究開発分担者（１）：○○　○○

①応募中の研究費（令和８年●月●日時点）
	資金制度・研究費名
（研究期間・配分機関
等名）

	研究開発課題名
（研究開発代表者氏名）
	役割
（代表・分担の別）
	令和８年度の研究経費（直接経費）
[期間全体の額]
（千円）
	エフォート(%)
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究開発課題に応募する理由

	【本研究開発課題】
（R８～R12）
	○○と△△の相関に関
する実験的研究
（○○○○）
	分担研究開発期間全体で申請者本人が使用する総額（直接経費）（予定額）


	10,000
[60,000]
	40
	

	科学研究費補助金・挑戦的萌芽研究（R８～R９・日本学術振興会）
	○○と△△の□□への依存性に関する調査研究（○○○○）
	代表代表の場合、全研究期間における課題全体の総額（直接経費）を記載

	5,000
[9,000]
	
	本研究とは▲▲の視点から調査する意味で異なり、本応募研究により統合的に理解が進むため。
（総額　9,000千円）*

	令和８年度○○財団研究助成金（R８・○○財団）
	●●と□□の研究
（△△△△）
	分担
	5,000
[5,000]
	
	本研究とは▲▲の視点から調査する意味で異なり、本応募研究により統合的に理解が進むため。


研究開発分担者への配分予定額（直接経費）

②採択されている研究費（実施中の研究費・実施予定の研究費）（令和８年●月●日時点）
（注：本研究開発課題の研究開始年度前に終了する研究費は含みません。）
	資金制度・研究費名（研究期間・配分機関等名）
	研究開発課題名
（研究開発代表者氏名）
	役割
（代表・分担の別)
	令和８年度の研究経費（直接経費）
[期間全体の額]
（千円）
	エフォート(%)
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究開発課題に応募する理由

	令和８年度○○財団研究助成金（○○財団）
	●●と□□の研究
（○○○○）
	代表
	7,000
[7,000]
	5
	本研究とは▲▲の視点から調査する意味で異なり、本応募研究により統合的に理解が進むため。
（総額　7,000千円）*


	○○事業（R5～R８・AMED）
	●●と□□の研究
（△△△△）
	分担
	1,000
[5,000]
	5
	本研究とは▲▲の視点から調査する意味で異なり、本応募研究により統合的に理解が進むため。


　*　（　）内には、研究開発期間全体の直接経費の総額を記載してください。

③その他の活動
エフォート：　50　％


（３）　研究開発分担者（２）：○○　○○

適宜記載欄を追加し、全ての研究開発分担者について、記載してください。


[bookmark: _Hlk94711561]11．これまでに受けた研究費とその成果等
· [bookmark: _Hlk160205327]過去5年以内で、「研究開発代表者」及び「研究開発分担者」がこれまでに受けた研究費（所属機関より措置された研究費、府省・地方公共団体・研究助成法人・民間企業等からの研究費等。なお、現在受け入れている研究費も含む。）による研究成果等のうち、本研究の立案に生かされているものを選定し、「①【AMED事業】」と「②【それ以外の研究費】」に区別し、分けて記載してください。
· それぞれの研究費ごとに、資金制度名、期間（年度）、研究開発課題名、研究開発代表者又は研究開発分担者の別、研究経費（直接経費）を記載してください。また、研究成果及び中間・事後評価（当該研究費の配分機関が行うものに限る。）結果も簡潔に記載してください。【記載する項目】
資金制度名：
期間（年度）：R  年度～R  年度
研究開発課題名：
研究開発代表者又は研究開発分担者の別：
研究開発経費（直接経費）：    千円
研究成果及び中間・事後評価結果：


（１）研究開発代表者：○○　○○
[bookmark: _Hlk160205376]①【AMED事業】
・AMED　○○事業（A）、R3～R6、「○○に関する研究」、代表者、40,000千円
××××の成果を得た。また、○○○の評価を得た。
・AMED　○○事業（B）、R4～R6、「○○に関する研究」、代表者、40,000千円
××××の成果を得た。また、○○○の評価を得た。

②【それ以外の研究費】
・基盤研究（B）、R2～R4、「○○に関する研究」、代表者、20,000千円
××××の成果を得た。また、○○○の評価を得た。
青字とこの吹き出しは削除してください。

（２）研究開発分担者（１）：○○　○○
①【AMED事業】
・AMED　○○事業（A）、R3～R6、「○○に関する研究」、代表者、40,000千円
××××の成果を得た。また、○○○の評価を得た。
・AMED　○○事業（B）、R4～R6、「○○に関する研究」、代表者、40,000千円
××××の成果を得た。また、○○○の評価を得た。

②【それ以外の研究費】
・基盤研究（B）、R3～R5、「○○に関する研究」、代表者、20,000千円
××××の成果を得た。また、○○○の評価を得た。

（３）研究開発分担者（２）：○○　○○

適宜記載欄を追加し、全ての研究開発分担者について、記載してください。


12.本研究開発課題を実施する上で特に考慮すべき事項等
[bookmark: _Hlk160205402]
· 以下の項目は、医療分野の研究開発において重要な視点であるため、AMED事業の研究開発課題において記載を求めるものです。別途、公募要領に特記事項等として条件が付されない限りは、採否に影響ありません。なお、記載内容は今後のAMED事業運営に資する研究動向の分析等に利用するとともに、研究開発課題が特定されない形で分析結果を公開する場合があります。
青字とこの吹き出しは削除してください。

(1) キーワード（疾患名以外、10単語以内）
提案内容を示す、適切かつ重要と思われる単語を記載してください。(例：研究手法、使用技術、医薬品モダリティ、生命現象、対象部位（臓器、組織、細胞等）、対象集団（妊産婦、AYA世代など）、実験動物等、の具体名)
1.△△計測　　2.○○合成阻害剤　　3.　．．．．．．

(2) 対象疾患（10個以内）
研究の主題に近いものから順番に、主要な疾患名を10個以内で記載してください。
なお、未診断疾患が対象の場合は「未診断疾患」、具体的な対象疾患が無い又は未定の場合は「対象なし」と記載してください。
1.△△感染症　　2.○○病　　3.□□症候群　．．．．．．

(3) 医学研究・臨床試験における患者・市民参画（PPI：Patient and Public Involvement）PPIについて
※記載に係るポイントは、AMED公式ウェブサイトをご参照ください
AMED研究への患者・市民参画：https://www.amed.go.jp/ppi/guidebook.html

(4) 「２.研究計画・方法」で記載している項目以外で、研究成果の目安となる数値指標等
薬効を示す候補化合物合成の収率は〇％を目指す。

（5）国内の子会社から国外の親会社への本研究開発課題の成果の承継予定について
本研究で得られた結果について、社内規定により海外の親会社に移転予定。





13．人権の保護及び法令等の遵守への対応

· 相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取り扱いの配慮を必要とする研究、安全保障貿易管理、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など、法令等に基づく手続きが必要な研究が含まれている場合には、下記の記載例等を参考に人権の保護及び法令等の遵守への対応について記載してください。
· [bookmark: _Hlk190784653]例えば、組換えDNA実験、動物実験、提供を受けた試料の使用、ヒト遺伝子解析研究、個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査など、研究機関内外の倫理委員会等における承認手続きが必要となる研究・実験・調査などが対象となります。
· なお、該当しない場合には、その旨記載してください。青字とこの吹き出しは削除してください。


＜記載例＞
・遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律
所属機関の承認番号：○〇〇
未承認ならば研究開発担当者名と予定を記載：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

・研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針
所属機関の承認番号：○〇〇
未承認ならば研究開発担当者名と予定を記載：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

・人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針
所属機関倫理審査委員会の承認番号：〇〇〇〇
未承認ならば研究開発担当者名と予定を記載：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

・再生医療等の安全性の確保等に関する法律
認定再生医療等委員会の承認番号：〇〇〇〇
所属機関の承認番号：〇〇〇〇
未承認ならば研究開発担当者名と予定を記載：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

・臨床研究法　
臨床研究倫理審査委員会承認番号：〇〇〇〇
機関承認番号（項目担当者名）：〇〇〇〇
未承認ならば研究開発担当者名と予定を記載：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

・医薬品の臨床試験の実施の基準に関する省令
所属機関の承認番号：〇〇〇〇
未承認ならば研究開発担当者名と予定を記載：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

・遺伝子治療臨床研究に関する指針
所属機関の承認番号：〇〇〇〇
未承認ならば研究開発担当者名と予定を記載：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

・その他の指針等（指針等の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


14.その他特記事項

· [bookmark: _Hlk160205478]日本国外の研究機関を研究開発分担者グループとして加える場合は、公募要領「3.2 研究開発体制の要件」を参照の上、日本国外の研究機関に所属する研究開発分担者が必要であることの理由を本項に記載してください。
· 必要に応じて、本公募に応募した理由、研究に際しての希望、特筆すべき受賞歴、本文中の用語の説明、異動予定があるなどの事情その他について、自由に記載してください。
· 現在の所属機関と採択後研究を実施する機関が異なる場合には、その事情を記載してください。
· 10.5ポイント以上の文字等を使用し、1ページ以内（厳守）で記載してください。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○青字とこの吹き出しは削除してください。



[bookmark: _Hlk216887089]15.重複応募の制限にかかる申告
公募要領「3.3 戦略的創造研究推進事業（含：革新的先端研究開発支援事業）内における重複応募の制限」に記載されている項目について、承諾、あるいは確認したことを、チェック欄に✅を入れることにより申告してください。

	チェック欄
	申告事項

	☐	公募要領「3.3 戦略的創造研究推進事業（含：革新的先端研究開発支援事業）内における重複応募の制限」に記載されている項目について承諾、あるいは確認しました。



公募要領「3.3 戦略的創造研究推進事業（含：革新的先端研究開発支援事業）内における重複応募の制限」より抜粋
	令和８年度に公募を行う「AMED-CREST」、「PRIME」、「CREST」、「さきがけ」、「ERATO」との重複応募は不可とします。LEAPへは提案者として１件のみ応募できます。

	当年度の応募において、同一のチームが研究開発代表者、PM、研究開発分担者を互いに入れ替えて、複数の応募を行うことはできません。

	[bookmark: _Hlk89874605]現在、「AMED-CREST」、「FORCE」、「LEAP」の研究課題の研究開発分担者または研究参加者、「CREST」、「ERATO」の研究課題の主たる共同研究者やグループリーダーまたはその他の研究参加者の立場にある方が、今回新たに研究開発分担者あるいは研究参加者として応募し採択候補となった際は、研究内容や規模等を勘案した上で、研究費の減額や、当該研究者が実施する研究を1件選択する等の調整を行うことがあります。

	研究開発代表者、または研究開発分担者あるいは研究参加者として応募し、かつ、他の研究提案において研究開発分担者、または研究参加者として応募し、その両方が今回同時に採択候補となった場合は、上記（B）と同様の調整を行う場合があります。また、令和８年度公募の「AMED-CREST」、JSTの「CREST」、「ERATO」についても同様の調整を行うことがあります。

	LEAPの終了課題（令和８年度内に終了する課題を含む）の研究開発代表者は、応募できません。ただし、LEAPの課題終了後に、AMED-CREST、PRIME、CREST、さきがけ、ERATOに新たに採択され、その課題の終了後（令和８年度内に終了する課題を含む）に、AMED-CREST、PRIME、CREST、さきがけ、ERATOの研究成果に基づいてLEAPに応募することは可能です。

	LEAP研究期間中はAMED-CREST、PRIME、FORCE、CREST、さきがけ、ERATOには応募できません（LEAPの最終年度を除く）。ただし、中間評価を行う３年度目においては、AMED-CREST、PRIME、CREST、さきがけ、ERATOへの応募を可能とする予定です。なお、LEAPの中間評価にて実証フェーズへの移行課題として選出された場合には、AMED-CREST、PRIME、CREST、さきがけ、ERATOの応募は審査対象外となります。

	中間評価にて終了の判断となった課題の研究開発代表者は、AMED-CREST、PRIME、CREST、さきがけ、ERATO課題の終了から５年以内の場合に限り（「３．１ 応募資格者」を参照ください）、LEAPプレ実証フェーズで行った研究開発項目と異なる研究成果を元に、次年度（令和１１年度）のLEAP新規公募において申請可能とする予定です。

	JSTが実施する創発的研究支援事業への応募と、LEAP研究開発代表者としての応募を並行して行うことは可能ですが、両方を同時に実施することはできません。また、現在、研究代表者（創発研究者）として創発的研究支援事業を実施中の場合でも、今回募集しているLEAP研究開発代表者としての応募が可能ですが、応募前にLEAPで採択となった際の条件等を必ずJST創発的研究支援事業担当者にご確認ください。


16. 提出前確認
○ 提案書に不備がないか、提出前に確認の上、不備が無い場合はチェック欄に☒を入れてください。
○ ページ数の超過など、提案書類に不備がある場合には、不受理となる場合がありますので、ご注意ください。
○ 受付期間締め切り直前はアクセス集中のため不具合が発生する場合もあるため、期限に余裕を持って提出してください。

	項目
	主な確認ポイント
	チェック欄

	応募資格者要件
（該当する項目をチェック）
	[bookmark: _Hlk56685474][bookmark: _Hlk150879597]AMED革新的先端研究開発支援事業（AMED-CREST、PRIME）、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）戦略的創造研究推進事業（CREST、さきがけ、ERATO）の令和８年度継続課題において、令和８年10月1日時点で研究開発代表者、研究総括、研究副総括または個人研究者、あるいは研究開発分担者（主たる共同研究者、グループリーダー）として3年以上研究開発を実施しているか
	☐

	
	提案者が出身事業において、令和８年度に継続課題として研究開発を継続中（３年以上実施）の場合、その事業のPS（または研究総括）がLEAPへの提案を了承しているか（令和８年度で終了する課題を除く）
	☐
	
	AMED-CREST、PRIME、FORCE、CREST、さきがけ、ERATOの終了課題（令和７年度終了課題を含む）のうち、令和８年１０月１日時点で終了から５年以内に該当する課題の研究開発代表者、研究総括、研究副総括または個人研究者、あるいは研究開発分担者（主たる共同研究者、グループリーダー）であるか
	☐
	
	革新的先端研究開発支援事業ステップタイプ（FORCE）において、令和８年度終了課題の研究開発代表者あるいは研究開発分担者であるか
	☐
	
	提案者が出身事業で研究開発分担者の場合、代表者以外の者がLEAPに応募することを代表者が了承しているか
	☐
	重複応募について
	公募要領に記載されている重複応募についての制限に関する記載事項を確認したか
	□

	様式について
	LEAPの提案書様式(様式１)で作成しているか
	☐
	表紙
	記載漏れがないか。
研究開発期間、研究費総額等に誤りはないか
	☐
	
	4.5年間の研究開発費の総額が８億円以内（直接経費）であるか。
	☐
	
	３年度目まで（プレ実証フェーズ）の研究開発費の総額は２億円以内（直接経費）であるか
	☐
	
	ヒト全ゲノムシークエンス解析についてチェックしたか
	☐
	グラフィカルアブストラクト
	グラフィカルアブストラクト付き要旨は全体でA4　1ページ以内か
	☐
	
	文字は十分に読み取れるフォントサイズか
	☐
	
	【要旨】は200字以内であるか
	☐
	要約（和文）
	10.5ポイント以上の文字等を使用し、A4　1ページ以内か
	☐
	１．研究開発代表者、プログラムマネージャー（PM）及び研究開発分担者に関する情報
	記載漏れがないか
	☐
	２．実施体制図
	記載漏れがないか
	☐
	
	A4　１ページ以内で記載しているか
	☐
	３．研究開発の主なスケジュール
	A4 2ページ以内で記載しているか
	☐
	４．研究の背景・目的・目標
	10.5ポイント以上の文字等を使用し、A4　10ページ以内か
	☐
	
	うち、研究の背景については、A4 1ページ以内か
	☐
	５．研究計画・方法
	10.5ポイント以上の文字等を使用し、A4 12ページ以内か
	☐
	６．研究の将来展望
	10.5ポイント以上の文字等を使用し、A4 1ページ以内か
	☐
	７．PMの活動計画
	記載漏れがないか
	☐
	８．研究開発費計画
	各年度別経費（千円単位）が正しく記載されているか
	☐
	
	予算額の上限は、当初三年度目（R8-R10、プレ実証フェーズ）までの総額は２億円以内、４年度目、５年度目（実証フェーズ）は３億円/年以内となっているか
	☐
	９．研究業績
	論文・著書は、過去５年間の主なもので、研究開発代表者は最大で20報まで、研究開発分担者は最大で10報までとなっているか
	☐
	
	本提案課題に直接関連した論文・著書については、「●」が付されているか。評価者が審査しやすいように記載されているか
	☐
	10. 研究費の応募・受入等の状況・エフォート
	エフォートの合計が100%を超えていないか
	☐
	11. これまでに受けた研究費とその成果等
	記載漏れがないか
	☐
	12. 本研究開発課題を実施する上で特に考慮すべき事項等
	記載漏れがないか
	☐
	13. 人権の保護及び法令等の遵守への対応
	該当しない場合にも、その旨記述したか
	☐
	14. その他特記事項
	10.5ポイント以上の文字等を使用し、1ページ以内か
	☐


2
image1.png
LEAPIAT 12

Qoo

OFTSNILEA

QEROETON

LEAPTIZERR 5 501
EABACEAOD LD P
BRI Grrigs- A ALiEs
l ke L g@mnév-mmﬂf
(rp) | 97— DrERoTCoRESl || OrEAeTCORES)
P GAMEDUST) SIEDHE 22
e G S0 hE DFTENALMA @FTEENALRA
wﬁ!w(gmmﬁw%
EL ’A‘H = olEnREES
B35 — QUEAE wEE CramnEonET || OFmhostomnEsy
[ Gralle AT DTEEnASEA DTRENAHEA
G DF LD ET om| SELEESHEnRAES — —
GAMEDUST) XIED HE DFESHILMEA
(ERHERFORAS] QFRHECDTOLE IS
OO Ao
o LYY 3 [Ovanosonsss OrmapETonEsr || OFpnostomEs
O} Fworoza/oono | @F==hzems DTRENAHEA DT REREHEA
Ehah DR, DREhOETOLE
AMEDST =5 i) e e
QOO ERG RIS EE sy QRALNE S ATENSS
S DRSS
o Ve @z [Ormhoscongs: || Drmnoototess
e LR GAMEDIST) TIED N, | @FEhasrA @FRIKEHEA
2 * - DD E S
R wars T
154 OFRMOETHEIT
GFEENIERA
arerr: =
Decierans RERET
@AMI:I)S%LVHJSW)M%’Y IS
ZRLCGA,
@ﬁimwromﬁmm EMT
D3]
®Kfﬁ DPTHHEIS
TR NIHAA
=
G D TR R T,
DR LMATEEL A

SFrenzuma





